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そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
、

常
任
委
員
会
等
の
審
査
を
経

て
、
い
ず
れ
の
議
案
も
、
原
案

の
と
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意

し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
８
件

　
　
　
　
　

陳
情
４
件
を
審
議

　

議
員
か
ら
、「
自
治
体
に
お

け
る
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事

業
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
を

求
め
る
意
見
書
」
な
ど
議
案
８

件
が
、
市
民
等
か
ら
、　
「『
保

育
所
の
設
置
認
可
等
の
基
準
に

関
す
る
指
針
』
の
内
容
を
『
県

条
例
』
に
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
」
な
ど
陳
情
４
件
が
提
出
さ

れ
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
各

会
派
の
代
表
質
問
に
５
人
、
個

人
質
問
に
15
人
が
登
壇
し
、
市

政
に
つ
い
て
広
範
囲
に
わ
た
る

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案
26
件
を

　
　
　
　

可
決
・
認
定
・
同
意

　

佐
倉
市
議
会
は
、
８
月
27
日

か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
29
日
間

に
わ
た
り
、
８
月
定
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、「
平
成
23

年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど

の
議
案
26
件
が
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
か
ら
第
９
号
ま

で
の
平
成
23
年
度
決
算
関
連
議

案
が
、
今
定
例
会
で
設
置
さ
れ

た
『
決
算
審
査
特
別
委
員
会
』

に
付
託
、
審
査
さ
れ
た
ほ
か
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長	

川
名
部
　
実
　

副
委
員
長	

井
原
　
慶
一

委
　
員	

大
野
　
博
美
　
　
岩
井
　
功

	

橋
岡
　
協
美
　
　
松
原
　
章

	

上
ノ
山
博
夫
　
　
小
須
田
　
稔

	

岡
村
　
芳
樹
　
　
押
尾
　
豊
幸

	

桐
生
　
政
広

　決算審査特別委員会は、９月１８日から４日間にわた
り一般会計歳入歳出決算など９議案について、行政効果
ならびに費用対効果を中心に適正かつ効率的に執行され
ているか審査を行いました。
　また、９月１８日には馬渡保育園にて現地調査を行い、
担当者より説明を受けました。
　定例会の最終日には川名部実委員長が審査結果報告を
行い、次の３点を要望いたしました。

●一層の歳入確保に向け、市税及び国民健康保険税の収
　納率の向上に引き続き全力で取り組んで下さい。
●産業振興策については、歳出規模が限られたものと
　なっていますが、重点施策として掲げている企業誘

　致の実現のみならず、地域経済の実態を踏まえ、雇
　用対策を含めた、より現実味のある地域経済活性化
　施策を策定し、実施して下さい。
●道路をはじめ社会資本の整備は着実かつ不断に行う必
　要がありますが、とりわけ防災、減災施策については、
　怠りなく、万全な備えに十分配意して下さい。また、
　通学路の安全対策については、喫緊の課題として重点
　的に取り組んで下さい。

会　計　名 歳入決算額 ( 円） 歳出決算額（円） 差引残額（円）

一　般　会　計 43,838,733,970 41,137,160,767 2,701,573,203

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 17,175,050,725 17,077,669,706 97,381,019

公共用地取得事業 3,790,495 3,790,495 0

下 水 道 事 業 2,503,737,051 2,404,224,439 99,512,612

農業集落排水事業 22,562,922 22,551,500 11,422

介 護 保 険 8,458,410,249 8,451,805,350 6,604,899

災 害 共 済 事 業 6,100,767 2,102,089 3,998,678

後 期 高 齢 者 医 療 1,343,949,204 1,339,536,102 4,413,102

会　計　名 事業収益 ( 円） 事業費用（円） 純利益（円）

水　道　事　業 3,560,716,583 3,104,110,676 456,605,907

平成23年度会計別決算の状況

平成23年度決算を審査

決
算
審
査
特
別
委
員
会　

審
査
模
様

（
全
員
協
議
会
室
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会　

現
地
視
察

（
馬
渡
保
育
園
）

郵便・メール・FAX でのご意見・ご感想をお待ちしております。

市
長
提
出
議
案 

26 

件

議
員
提
出
議
案 

８ 

件

陳  

情　
　
　

  

４ 

件

平
成
23
年
度
決
算
な
ど

　
　
　
　
　

38
件
を
審
議
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市
政
に
関
す
る

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
に
関
係
な
く
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

８
月
定
例
会
で
は
、
９
月
３
日
か
ら
９
月
６
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
り
、
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
に
対
し
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２
階
市
政
資
料
室
・
市
内
各
図
書
館

に
て
会
議
録
（
11
月
下
旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
佐
倉
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
11
月
下
旬
配
信
予
定
）

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さくら会

望
もちづきせいぎ

月清義

は
さ
れ
て
い
な
い
。
市
と
し
て
は
ゆ

か
り
あ
る
順
天
堂
大
学
と
連
携
協
定

を
結
び
た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
大

学
側
か
ら
も
佐
倉
市
と
の
協
力
関
係

を
構
築
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

公
共
施
設
の
更
新
問
題

問　

今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
の

基
本
方
針
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

公
共
施
設
の
多
く
は
建
築
か
ら

既
に
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
改
修
建
て
替
え
費
用
が

膨
大
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
少

子
・
高
齢
化
も
考
慮
す
る
と
保
有
施

設
の
全
体
を
縮
小
す
る
な
か
で
適
正

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
規
模
や
資
産
の

有
効
活
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

志
津
公
民
館
の
改
築

問　

改
築
に
当
た
っ
て
は
市
民
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
の
機
能
も
確
保

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

利
用
者
か
ら
も
要
望
が
多
い
こ

と
か
ら
市
民
活
動
を
発
表
す
る
場
と

し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
な
一
定
規

模
の
部
屋
を
多
目
的
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
り
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
を

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
も
応
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
ス
ペ
ー
ス
や
配
置
を

工
夫
し
、施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
。

い
じ
め
問
題
に
つ

い
て

問　

未
然
防
止
が
重

要
で
あ
る
ほ
か
、
い

じ
め
で
苦
し
む
子
や

親
が
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
経
験
の
あ

る
退
職
教
員
な
ど
を
活
用
す
る
緊
急

学
校
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
な
ど
、
今

後
の
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

い
じ
め
や
不
登
校
等
を
含
め
た

生
徒
指
導
に
係
る
諸
問
題
を
扱
う
チ

ー
ム
を
、
学
識
経
験
者
、
学
校
関
係

者
、
外
部
機
関
関
係
者
（
児
童
相
談

所
所
員
・
警
察
署
員
・
病
院
関
係
者
・

保
健
所
職
員
等
）、
市
関
係
者
（
生

徒
指
導
担
当
主
事
・
児
童
青
少
年
課

職
員
・
学
校
教
育
相
談
員
等
）
に
よ

り
構
成
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

①
緊
急
合
同
総
点
検
結
果
を
踏

ま
え
た
具
体
的
な
対
策
、
②
今
後
の

総
点
検
の
継
続
、
③
通
学
路
カ
ラ
ー

化
の
実
施
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

答　

①
総
点
検
結
果
を
受
け
、
対
策

案
を
検
討
し
、
関
係
機
関
へ
も
要
望

し
て
い
る
ほ
か
、
既
に
、
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
の
電
柱
幕

を
13
カ
所
、
横
断
旗
と
横
断
旗
入
れ

を
２
カ
所
設
置
し
、
よ
り
安
全
な
通

学
路
確
保
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
た
。

②
今
回
の
成
果
を
検
証
し
た
上
で
通

学
路
の
安
全
点
検
を
行
っ
て
い
く
。

③
市
内
の
一
部
区
間
で
歩
行
部
分
の

カ
ラ
ー
化
（
茶
色
）
を
実
施
し
て
い

る
。
通
学
路
の
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策

問　

世
界
の
流
れ
は

脱
原
発
で
あ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
成
長
産
業
で
あ
る
。

あ
り
き
た
り
な
企
業
誘
致
で
は
な

く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
有
望
で
あ
る
。

長
野
県
飯
田
市
や
高
知
県
梼
原
町
は

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
事
業
に
取

組
み
、
成
功
し
て
い
る
。
当
市
に
合

っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査

が
必
要
と
考
え
る
。

答　

予
定
は
な
い
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策　

問　

家
庭
内
電
力
使
用
料
が
一
目
で

分
か
る
「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
の
貸
出
を
。

答　

２
０
１
４
年
か
ら
東
電
が
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
の
で
予

定
は
な
い
。

平
和
施
策

問　

福
島
16
万
県
民
が
原
発
事
故
の

被
害
を
受
け
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も

３
万
８
千
人
中
35
％
の
甲
状
腺
に
嚢

胞
が
見
つ
か
っ
た
。
原
爆
も
原
発
も

同
じ
放
射
能
被
害
で
あ
る
。
市
長
は

脱
原
発
を
明
確
に
打
ち
出
す
べ
き
。

答　

原
発
は
過
渡
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
中
長
期
的
に
は
原
発
の
な

い
社
会
が
い
い
。

農
産
物
の
放
射
能
測
定

問　

内
部
被
曝
を
避
け
る
に
は
測
っ

て
食
べ
る
こ
と
が
重
要
。
市
民
の
農

産
物
の
測
定
結
果
も
公
表
す
べ
き
。

答　

公
表
は
考
え
て
い
な
い
。
県
の

検
査
結
果
を
参
考
に
し
て
欲
し
い
。

佐
倉
市
の
財
政
に

つ
い
て

問　

公
有
財
産
の
処

分
と
活
用
は
。

答　

売
却
や
貸
付
も

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
調
査
検
討
し
て
い
る
。

問　

広
告
事
業
と
し
て
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
導
入
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

行
政
評
価
に
よ
る
事
業
の
選
択

と
集
中
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

効
果
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営

の
た
め
評
価
結
果
を
利
用
し
て
い
る
。

市
民
活
動
に
つ
い
て

問　

大
地
震
等
の
災
害
に
備
え
、
市

内
全
地
区
で
の
「
地
域
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
設
立
促
進
の
た
め
、
表
彰

制
度
を
設
け
活
動
を
活
性
化
し
、
広

報
等
で
周
知
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　

引
き
続
き
積
極
的
に
支
援
す
る

と
と
も
に
活
動
の
周
知
に
努
め
た
い
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問　

観
光
型
農
業
の
取
り
組
み
は
。

答　

農
商
工
が
連
携
し
進
め
て
い
る
。

問　

若
手
農
業
者
が
自
立
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
市
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

技
術
の
指
導
等
育
成
に
努
め
る
。

印
旛
沼
の
親
水
性
に
つ
い
て

問　

印
旛
沼
の
自
然
に
親
し
み
水
辺

で
遊
べ
る
環
境
整
備
の
取
り
組
み
は
。

答　

引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
改
善
や
整
備
に
努
め
る
。

問　

水
質
改
善
に
つ
い
て
は
。

答　

改
善
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ

つ
国
や
県
に
対
策
を
要
望
し
て
い
く
。

職
員
の
力
が
十
分
発

揮
で
き
る
職
場
と
な

っ
て
い
る
か
？

問　

連
続
し
て
職
員

の
方
が
亡
く
な
っ
た

り
、
精
神
的
疾
患
等

で
休
職
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

や
む
を
得
ず
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

な
い
の
は
市
民
に
と
っ
て
不
利
益
な

状
態
。
職
場
で
は
ど
の
様
な
対
応
な

の
か
？

答　

ど
の
場
合
も
個
人
の
事
情
や
性

格
、
家
庭
の
問
題
等
と
職
場
で
の
問

題
が
複
雑
に
絡
み
合
い
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
個
別
の
対

応
で
今
後
と
も
よ
り
良
い
職
場
環
境

の
構
築
に
努
め
て
い
く
。
職
場
の
協

力
の
中
で
対
応
し
て
い
る
の
で
市
民

に
不
利
益
は
な
い
と
考
え
る
。

副
市
長
退
任
の
真
実
を
明
ら
か
に
！

問　

市
長
は
鎌
田
氏
の
一
身
上
の
都

合
で
自
発
的
な
退
任
と
主
張
し
続
け

て
い
る
が
、
本
人
か
ら
「
辞
め
さ
せ

ら
れ
た
」
と
直
接
聞
い
た
市
民
も
い

る
。
も
し
鎌
田
氏
の
存
在
が
市
民
に

と
っ
て
不
利
益
で
、
そ
れ
で
辞
め
て

も
ら
っ
た
な
ら
そ
の
よ
う
に
説
明
す

べ
き
。
全
く
逆
の
話
で
は
市
民
は
戸

惑
う
し
、
不
透
明
だ
。

答　

又
聞
き
を
公
の
議
会
で
議
論
す

る
事
自
体
い
か
が
な
も
の
か
。

問　

又
聞
き
だ
け
で
は
な
く
私
も
ご

本
人
か
ら
直
接
聞
い
て
お
り
、
自
ら

辞
任
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

辞
職
届
は
本
人
が
自
発
的
に
書
い
た

の
か
、
書
か
さ
れ
た
の
か
？

答　

自
発
的
に
書
か
れ
た
も
の
だ
。

公明党

柏
かしわぎけいこ

木惠子

市民ネット
ワーク
伊
い と う と し こ

藤壽子

みんなの党

岩
い わ い

井　功
いさお

佐倉市民 
オンブズマン

上
かみ

ノ
の

山
やま

博
ひろ

夫
お

一 般 質 問 要 旨
代表質問   ※は持ち時間１時間、それ以外は 30 分。(　) 内は会派名。

望月 清義（さくら会）※
❶市長の政治姿勢について ❷副市長の就任について
❸教育問題について ❹健康・福祉問題について
❺防災対策について ❻環境問題について
❼公共施設の更新問題への取組みについて

柏木 惠子（公明党）
❶いじめ問題について ❷地域力を高める共助の推進について
❸通学路の安全対策について

伊藤 壽子（市民ネットワーク）
❶市長の政治姿勢
❷福島第一原発事故による放射能問題について❸（仮）佐倉西部自然公園について

岩井 功（みんなの党）
❶市長の描くこれからの佐倉市

上ノ山 博夫（佐倉市民オンブズマン） 
❶市政運営について ❷高齢者福祉について
❸市施設の適切な運用について

個人質問
井原 慶一（さくら会）

川名部 実（さくら会）

❶佐倉市のめざすものについて ❷構造改革について

❶いじめ対策について ❷平和事業について

橋岡 協美（さくら会）
❶高齢者福祉 ❷航空機騒音
❸徴税業務

森野 正（公明党）
❶佐倉市の将来像について

冨塚 忠雄
❶後期高齢者医療保険等の保険料の算出方法について
❷公立保育園等の民営化問題について❸国指定井野長割遺跡について
❹都市計画道路上志津・青菅線（国道296号バイパス）の交通安全施設について

久野 妙子（公明党）

岡村 芳樹（公明党）
❶志津公民館建設と地域活性化策について❷地域まちづくり協議会事業について
❸下志津小学校の耐震緊急避難措置問題について
❹市民サービスの向上と応対について

◎上記の内容は、質問者から議長に文書で通告のあった内容に従い大項目のみ掲
載しています。

高木 大輔

小須田 稔（公明党）

❶介護ボランティア制度について ❷情報発信について
❸今後の航空機の騒音問題の取組みについて

❶安心・安全なまちづくりについて❷健康・福祉について
❸ファシリティマネジメントについて

萩原 陽子
❶佐倉教育ビジョンについて ❷防災・減災対策について
❸学童保育所の指定管理は子ども達に有益か

石渡 康郎（さくら会）
❶高齢者福祉について ❷道路整備について

大野 博美（市民ネットワーク）
❶中小企業の活性化について ❷国民健康保険について
❸地域防災計画について

五十嵐 智美（市民ネットワーク）
❶安心して子育てできる施策について
❷災害時に援護が必要な人の避難対策について❸音楽ホールの使用について

和田 恵子（佐倉市民オンブズマン）
❶市長の政治姿勢 ❷子育て支援について
❸国保料（税）の市民負担の低減について

爲田 浩（さくら会）

❶子育て支援について ❷まちの活性化について

❶まちの安全、安心について ❷子どもたちの安全、安心について

代
表
質
問

市
長
の
政
治
姿
勢

問　

平
成
23
年
度
決

算
の
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
今
後
ど
の
よ
う
に

市
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　

景
気
の
影
響
な
ど
に
よ
り
個
人

市
民
税
は
減
収
し
た
が
、
国
・
県
負

担
金
や
震
災
復
興
特
別
交
付
税
な
ど

に
よ
り
歳
入
全
体
で
は
前
年
度
比
で

0.9
％
増
加
し
た
。
歳
出
は
扶
助
費
の

増
加
等
に
よ
り
前
年
度
比
で
0.2
％
増

加
。今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

堅
持
し
、
事
業
内
容
の
見
直
し
等
に

よ
り
財
源
の
有
効
活
用
を
図
る
。

問　

市
内
に
順
天
堂
大
学
の
進
出
の

話
が
あ
る
と
聞
い
た
が
大
学
側
と
は

ど
の
よ
う
な
話
合
い
が
さ
れ
た
の
か
。

答　

順
天
堂
大
学
で
は
印
西
市
の

「
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
老
朽
化

し
、
手
狭
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
地

の
拡
張
を
計
画
し
て
い
る
。
将
来
チ

ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
そ
の
機
能
の
一
部

を
佐
倉
市
に
分
散
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
も
、
選
択
肢
と
し
て
あ
り
得
る
が

現
状
で
は
佐
倉
市
へ
の
進
出
に
つ
い

て
大
学
側
か
ら
は
明
確
な
意
思
表
示
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じ
め
も
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
発
生

防
止
、
解
決
に
は
教
育
関
係
者
と
保

護
者
、
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
際
、
教
育

長
は
自
ら
の
決
意
を
市
民
に
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」

と
の
決
意
の
も
と
に
事
に
当
た
っ
て

い
く
。

平
和
事
業
に
つ
い
て

問　

広
報
紙
で
は
核
兵
器
廃
絶
運
動

の
み
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
事

業
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
戦
没
者
追
悼

は
全
く
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
11
月

の
追
悼
式
の
様
子
や
忠
霊
塔
の
存
在

を
き
ち
ん
と
市
民
に
知
ら
せ
る
べ
き

で
あ
る
。

答　

遺
族
の
高
齢
化
に
よ
り
風
化
す

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
広
報
紙

は
善
処
す
る
。

公
明
党　

岡お
か
む
ら
よ
し
き

村
芳
樹

介
護
保
険
料
改
定
平
準
化
策
の
苦
情

問　

介
護
保
険
料
見
直
し
で
前
期
比

平
均
22
％
上
昇
し
た
。
納
付
に
つ
い

て
平
準
化
を
実
施
し
た
と
聞
く
が
、

年
金
収
入
し
か
な
い
高
齢
者
に
と
り
、

こ
の
８
月
は
他
の
月
に
比
べ
余
り
に

も
負
担
が
大
き
く
、
中
に
は
今
ま
で

の
４
倍
に
も
な
り
、
何
と
か
な
ら
な

い
か
と
い
っ
た
嘆
き
の
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。
市
に
も
同
様
の
苦
情
が
複

数
寄
せ
ら
れ
た
と
聞
く
。

　

今
後
見
直
し
と
な
る
時
期
、
実
施

方
法
と
周
知
に
つ
い
て
改
善
の
余
地

が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
ず
る
か
伺
う
。

答　

８
月
に
４
・
６
月
本
来
の
保
険

料
差
額
分
と
合
わ
せ
平
準
化
を
行
い
、

１
回
で
調
整
を
行
な
っ
た
結
果
８
月

分
の
天
引
額
が
突
出
し
た
。
複
数
回

で
調
整
を
行
う
平
準
化
の
方
法
等
今

後
検
討
し
、広
報
掲
載
記
事
の
拡
充
、

市
H
P
の
情
報
発
信
に
も
努
め
る
。

公
明
党　

久く
の
た
え
こ

野
妙
子

子
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

問　

不
登
校
や
ニ
ー
ト
な
ど
子
ど
も

・
若
者
を
取
り
巻
く
課
題
の
中
、
乳

幼
児
か
ら
就
労
に
至
る
ま
で
切
れ
目

な
い
支
援
が
必
要
と
思
う
が
、
市
民

に
わ
か
り
や
す
い
相
談
体
制
の
構
築

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　

子
供
の
成
長
に
応
じ
た
支
援
に

努
め
て
い
る
が
、
更
に
関
係
機
関
と

も
調
整
を
図
り
検
討
し
て
い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

問　

一
体
改
革
に
お
い
て
「
幼
保
連

携
型
」
の
認
定
こ
ど
も
園
が
拡
充
さ

れ
、
待
機
児
童
解
消
の
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。
今
後
、
民
営
化
に
向
け
、

公
募
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
市

立
佐
倉
幼
稚
園
を
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
出
来
な
い
か
伺
う
。

答　

園
舎
の
増
改
築
等
、
諸
要
件
が

整
え
ば
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
。

高た
か
ぎ
だ
い
す
け

木
大
輔

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て

問　

介
護
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
な
ど
の
施
設
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
を
し
た
高
齢
者
が
、
活
動

ポ
イ
ン
ト
を
得
て
、
当
該
ポ
イ
ン
ト

を
寄
付
や
換
金
等
す
る
制
度
を
全
国

約
60
カ
所
で
実
施
し
て
い
る
。
佐
倉

市
で
導
入
し
た
場
合
の
問
題
は
。

答　

課
題
の
多
い
制
度
で
あ
り
、
現

状
で
は
実
施
は
困
難
と
考
え
る
。

問　

元
気
な
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支

え
る
時
代
、
予
算
が
無
く
て
も
地
域

活
動
の
場
を
求
め
て
い
る
。
独
自
制

度
を
研
究
し
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

制
度
導
入
な
ど
の
環
境
整
備
を
要
望
。

情
報
発
信
に
つ
い
て

問　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
情
報
発
信
と
し
て
、
武
雄
市
が

導
入
し
て
い
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て
。

答　

利
点
と
難
点
を
分
析
し
、
運
用

方
針
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

公
明
党　

小こ
す
だ
み
の
る

須
田
稔

地
域
ご
と
の
豪
雨
対
策
は

問　

洪
水
と
内
水
の
（
※
）
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
ひ
と
つ
に
で
き
な
い
か
。

答　

混
乱
す
る
の
で
難
し
い
が
、
見

や
す
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

問　

集
中
豪
雨
の
一
時
避
難
場
所
で

例
え
ば
表
町
の
場
合
、
駅
前
の
湯
ぱ

ら
だ
い
す
に
一
時
避
難
の
お
願
い
に

地
元
が
行
っ
て
も
構
わ
な
い
か
。

答　

一
時
避
難
と
し
て
お
願
い
す
る

時
は
市
と
協
議
を
お
願
い
し
た
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
使
い
勝
手
は

問　

女
性
専
用
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
が
増
え
て
い
る
。
市
民
体
育

館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
も
一
新
さ
れ

た
が
そ
の
利
用
状
況
は
。
さ
ら
に
女

性
が
利
用
し
易
い
取
り
組
み
は
。

答　

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
３
カ
月

間
、
男
性
１
２
４
９
人
女
性
58
人
で

圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
。
今
後
は
女

性
や
初
心
者
の
方
も
利
用
し
易
い
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

公
明
党　

森も
り
の野　

正
た
だ
し

佐
倉
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

問　

佐
倉
市
は
ど
の
よ
う
な「
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

答　

中
規
模
で
も
品
格
の
あ
る
ま
ち

を
目
指
し
た
い
。

問　

市
の
自
立
可
能
な
人
口
規
模
は
。

答　

市
域
か
ら
20
万
人
程
度
が
効
率

的
で
、
実
現
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
の
年
齢
別
人
口
で
は
、
10
年

前
と
の
比
較
で
10
歳
～
14
歳
が
20
％

減
、
15
歳
～
24
歳
が
30
％
減
、
25
歳

～
29
歳
も
25
％
減
と
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。
ど
う
分
析
す
る
か
。

答　

10
歳
～
14
歳
を
除
き
、
減
少
率

は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
15
歳
か
ら
24
歳
ま
で
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
大
学
進
学
や
就

職
に
よ
り
、
通
勤
通
学
条
件
の
良
い

自
治
体
へ
の
転
出
な
ど
が
一
因
か
。

問　

若
者
を
呼
び
込
む
具
体
策
は
。

答　

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
や

産
業
振
興
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。

萩は
ぎ
わ
ら
よ
う
こ

原
陽
子

佐
倉
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　

中
学
生
の
代
表
を
平
和
使
節
団

と
し
て
、
被
爆
地
に
派
遣
す
る
事
業

は
、平
和
へ
の
認
識
を
深
め
る
教
育
。

各
中
学
校
か
ら
の
代
表
は
、
当
初
の

２
名
に
戻
し
、
拡
充
す
べ
き
。

答　

今
後
、
検
討
し
た
い
。

問　

い
じ
め
を
深
刻
化
さ
せ
な
い
為

に
、
教
師
が
生
徒
に
向
き
合
う
時
間

を
作
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
図
書
館

司
書
を
増
員
し
、
学
習
支
援
体
制
を

強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

学
校
の
中
で
多
職
種
の
職
員
が

子
ど
も
と
か
か
わ
る
こ
と
は
有
益
で

あ
り
、
学
校
図
書
館
司
書
の
増
員
・

勤
務
日
数
の
増
加
を
検
討
し
た
い
。

学
童
保
育
所
指
定
管
理
に
つ
い
て

問　

地
域
に
よ
っ
て
保
育
内
容
や
指

導
員
の
賃
金
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、

地
域
格
差
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
、
一

定
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
る
。

さ
く
ら
会　

石い
し
わ
た
や
す
お

渡
康
郎

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
希
望
者
は
６
１
８
人
と
の
事
だ
が
、

す
ぐ
に
で
も
入
所
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
の
数
は
把
握
で
き
て
い
る
か
。

答　

施
設
に
直
接
申
し
込
み
が
あ
る

た
め
正
確
な
情
報
は
把
握
し
て
い
な

い
。
な
お
、
希
望
者
10
人
程
度
に
声

を
か
け
て
、
入
所
者
が
決
定
す
る
と

い
っ
た
事
例
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

通
学
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

問　

市
道
Ⅰ
―
31
号
線
（
弥
勒
～
瓜

坪
新
田
）
と
Ⅰ
―
35
号
線
（
宮
本
～

和
田
ふ
る
さ
と
館
）
の
歩
道
整
備
が

遅
れ
て
い
る
理
由
と
今
後
の
実
施
予

定
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

歩
道
整
備
の
遅
延
理
由
は
、
当

時
使
用
で
き
た
事
業
債
や
臨
時
交
付

金
が
無
く
な
り
、
財
源
不
足
の
た
め

中
断
し
て
い
る
。
今
後
は
、
補
助
事

業
の
導
入
を
視
野
に
、
整
備
に
向
け

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

五い
が
ら
し
と
も
み

十
嵐
智
美

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
に

問　

保
育
マ
マ
制
度
は
２
歳
未
満
の

乳
幼
児
を
家
庭
的
環
境
で
保
育
を
行

う
も
の
。利
用
が
少
な
い
が
現
状
は
。

答　

公
立
保
育
園
と
の
連
携
、
保
育

料
補
助
増
額
で
利
用
し
や
す
く
し
た
。

問　

制
度
の
改
善
が
必
要
で
は
。

答　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た

制
度
改
正
の
検
討
を
進
め
る
。

問　

公
立
学
童
保
育
の
保
育
料
値
上

げ
、
延
長
料
金
、
夏
休
み
加
算
も
提

案
さ
れ
負
担
増
に
。
事
前
に
保
護
者

の
意
見
聴
取
も
な
く
、
委
員
会
審
議

の
み
で
決
定
。
問
題
と
考
え
る
が
。

答　

様
々
な
立
場
の
委
員
が
審
議
し
、

委
員
長
判
断
で
採
決
し
た
。

災
害
時
に
援
護
が
必
要
な
人
の
対
策

問　

要
援
護
者
名
簿
、
支
援
プ
ラ
ン

作
成
は
早
急
な
完
成
が
重
要
。
市
が

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。
如
何
か
。

答　

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
作
成
状

況
を
把
握
し
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大お
お
の
ひ
ろ
み

野
博
美

中
小
企
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　

中
小
企
業
か
ら
返
済
猶
予
や
金

利
引
き
下
げ
等
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
れ
に
応
じ
る
努
力
義
務
を
金

融
機
関
に
課
す
「
中
小
企
業
金
融
円

滑
化
法
」
が
来
年
３
月
で
期
限
が
切

れ
る
。
今
後
倒
産
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
市
内
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

円
滑
化
法
を
利
用
し
て
、
14
の

企
業
が
融
資
の
条
件
変
更
を
行
っ
た
。

問　

そ
れ
は
制
度
融
資
を
利
用
し
て

い
る
企
業
の
数
で
、
市
全
体
で
は
も

っ
と
多
い
は
ず
。
金
融
機
関
で
調
べ

れ
ば
わ
か
る
。
来
年
３
月
ま
で
に
細

や
か
な
対
策
を
立
て
る
た
め
、
き
ち

ん
と
実
態
を
把
握
す
る
よ
う
求
め
る
。

国
民
健
康
保
険
税
は
高
す
ぎ
る

問　

例
え
ば
所
得
２
０
０
万
円
の
４

人
家
族
の
場
合
、年
間
の
国
保
税
は
。

答　

31
万
２
６
０
０
円
と
な
る
。

問　

所
得
の
16
％
に
当
た
る
。
払
え

な
い
人
に
は
減
免
な
ど
救
済
策
を
。

冨と
み
づ
か
た
だ
お

塚
忠
雄

公
立
保
育
園
等
の
民
営
化
問
題
に

つ
い
て

問　

民
営
化
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
骨
子
内
容
は
。

答　

保
育
内
容
の
充
実
、
在
園
児
へ

の
対
応
策
、
事
業
者
の
選
定
基
準
や

移
管
条
件
等
を
具
体
的
に
明
記
す
る
。

問　

移
管
条
件
の
内
容
は
。

答　
「
保
育
基
準
」「
施
設
基
準
」

「
財
務
基
準
」
を
大
き
な
柱
と
す
る
。

問　

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を
移
管
条

件
に
入
れ
る
べ
き
だ
。

答　

子
ど
も
が
安
心
し
て
継
続
し
て

保
育
園
に
通
え
る
様
、
ま
た
、
一
つ

の
園
で
継
続
し
た
事
業
が
出
来
る
様
、

保
育
基
準
の
中
に
明
記
し
て
い
く
。

問　

い
つ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
、

保
護
者
に
説
明
、意
見
を
聞
く
の
か
。

答　

10
月
位
ま
で
に
案
を
作
っ
て
い

き
た
い
。
案
が
出
来
次
第
、
保
護
者

の
方
に
見
て
頂
き
、
意
見
を
聞
く
中

で
、
見
直
し
を
す
る
方
針
で
あ
る
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン　

和わ
だ
け
い
こ

田
恵
子

市
職
員
の
退
職
金
の
引
き
下
げ

問　

総
務
省
は
各
自
治
体
に
対
し
、

地
方
公
務
員
の
退
職
金
も
国
家
公
務

員
の
制
度
改
正
（
14
・
９
％
引
き
下

げ
閣
議
決
定
）
に
準
じ
て
引
き
下
げ

る
よ
う
通
知
し
た
。
市
は
こ
の
通
知

を
い
つ
受
け
た
か
？
引
き
下
げ
へ
の

取
り
組
み
は
？
市
長
は
市
職
員
の
定

年
退
職
手
当
平
均
２
７
５
８
万
円
が

民
間
と
比
べ
高
い
と
考
え
る
か
？

答　

８
月
８
日
に
受
領
。
こ
の
通
知

は
技
術
的
な
助
言
で
あ
る
。
市
町
村

総
合
事
務
組
合
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
。

学
童
保
育
料
見
直
し
に
つ
い
て

問　

公
立
と
民
間
と
の
保
育
料
の
差

の
解
消
及
び
免
除
・
減
免
制
度
適
用

の
費
用
は
１
１
０
０
万
円
で
済
む
。

副
市
長
を
二
人
に
増
や
さ
ず
民
間
学

童
保
育
料
の
引
き
下
げ
に
使
う
の
が

市
民
や
佐
倉
市
の
た
め
で
は
？

答　

施
策
実
現
の
た
め
に
、
人
件
費

を
削
る
議
論
は
す
べ
き
で
な
い
。

さ
く
ら
会　

爲た
め
だ田　

浩
ひ
ろ
し

ま
ち
の
安
全
安
心
と
子
ど
も
た
ち
の

安
全
安
心
に
つ
い
て

問　

指
定
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

等
公
共
施
設
の
建
て
替
え
を
含
む
、

補
強
工
事
や
整
備
の
方
針
を
伺
う
。

答　

避
難
所
の
防
災
機
能
の
充
実
は

重
要
な
事
と
認
識
し
て
い
る
。
佐
倉

市
と
し
て
は
、
文
科
省
の
方
針
を
受

け
、
早
期
に
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

建
て
替
え
方
式
か
ら
、
耐
震
補
強
方

式
へ
と
重
点
を
移
し
た
が
、
費
用
効

果
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
施
設
ご

と
に
対
応
し
て
い
く
。

問　

市
の
青
パ
ト
委
託
事
業
の
復
活

と
、
地
域
で
の
青
パ
ト
登
録
件
数
増

加
の
為
の
支
援
を
望
む
が
、見
解
は
。

答　

青
パ
ト
委
託
事
業
に
つ
い
て
は
、

犯
罪
発
生
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら

警
察
等
の
関
係
機
関
と
相
談
し
、
検

討
し
て
い
く
。
地
域
に
対
し
て
は
新

た
な
支
援
策
を
検
討
し
、
引
き
続
き

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

※【ハザードマップ】
　ハザードマップとは、自然災害
による被害を予測し、その被害範
囲を地図に示したものです。災害
の発生が予測される地点、被害の
拡大範囲および被害程度、さらに
は避難経路、避難場所などの情報
が地図上に図示されており、災害
発生時には迅速・的確に避難を行
うことができるとされる。

用語解説

個
人
質
問

さ
く
ら
会　

井い
は
ら
け
い
い
ち

原
慶
一

佐
倉
市
が
め
ざ
す
も
の
に
つ
い
て

問　

市
長
は
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
高
い
都

市
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
都
市
像
を
目
標
と
し
て
い
る

の
か
？

答　

品
格
の
あ
る
都
市
を
目
指
し
て

い
る
。

問　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
市
長

の
考
え
は
？

答　

現
時
点
で
合
併
の
考
え
は
な
い
。

問　

中
核
市
や
政
令
市
は
国
や
県
の

職
員
を
続
々
と
受
け
入
れ
て
い
る
。

人
材
の
確
保
の
た
め
に
制
度
や
組
織

の
整
備
を
す
る
考
え
は
な
い
か
？

答　

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

部
長
の
数
が
多
く
な
い
か
。
そ

の
弊
害
と
し
て
市
政
全
体
を
見
る
姿

勢
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
？

答　

部
長
相
当
職
数
は
他
市
と
同
程

度
。
政
策
調
整
会
議
等
を
通
じ
市
政

運
営
の
一
体
性
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

さ
く
ら
会　

橋は
し
お
か
き
ょ
う
み

岡
協
美

問　

航
空
機
騒
音
に
対
す
る
対
応
は
。

答　

県
・
市
町
連
絡
協
議
会
を
通
し

て
騒
音
低
減
策
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

航
空
機
騒
音
に
つ
い
て
の
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て
。

答　

環
境
部
局
か
ら
も
検
索
で
き
る

よ
う
に
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

構
成
に
努
め
る
。

問　

市
長
が
考
え
る
今
後
の
市
の
高

齢
者
福
祉
・
介
護
の
形
に
つ
い
て
。

答　

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
享
受
で
き
る
市
と
し
て
、
更
な
る

発
展
を
目
指
す
。

問　

ス
マ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

答　

地
域
住
民
の
自
発
的
・
主
体
的

な
活
動
を
尊
重
し
つ
つ
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た
ス
マ
イ
ル
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の

活
性
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

問　

生
活
困
窮
者
の
支
援
に
つ
い
て
。

答　

関
係
部
局
で
連
携
し
、
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

さ
く
ら
会　

川か
わ
な
べ
み
の
る

名
部
実

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

問　

当
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
い
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さくら会 公明党 市民ネットワーク 佐倉市民オ
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爲
田　

浩

橋
岡
協
美

井
原
慶
一

石
渡
康
郎

松
原　

章

川
名
部
実

櫻
井
道
明

山
口
文
明

清
宮　

誠

押
尾
豊
幸

中
村
孝
治

桐
生
政
広

望
月
清
義

久
野
妙
子

小
須
田
稔

柏
木
惠
子

岡
村
芳
樹

森
野　

正

大
野
博
美

伊
藤
壽
子

五
十
嵐
智
美

和
田
恵
子

上
ノ
山
博
夫

岩
井　

功

村
田
穣
史

高
木
大
輔

萩
原
陽
子

冨
塚
忠
雄

　市　長　提　出　議　案

1 平成２３年度佐倉市一般会計歳入歳出決算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ×

2
平成２３年度佐倉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

3
平成２３年度佐倉市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決
算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
平成２３年度佐倉市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
平成２３年度佐倉市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決
算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6
平成２３年度佐倉市介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
平成２３年度佐倉市災害共済事業特別会計歳入歳出決算認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8
平成２３年度佐倉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

9 平成２３年度佐倉市水道事業会計決算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 平成２４年度佐倉市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

11 平成２４年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 平成２４年度佐倉市介護保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 平成２４年度佐倉市後期高齢者医療特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

14
佐倉市税賦課徴収条例の一部を改正する条例制定につい
て 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15
佐倉市役所出張所設置条例の一部を改正する条例制定に
ついて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 佐倉市防災会議条例の一部を改正する条例制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17
佐倉市災害対策本部条例の一部を改正する条例制定につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18
佐倉市精神障害者入院医療費助成条例の一部を改正する
条例制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19
佐倉市立学童保育所設置及び管理等に関する条例の一部
を改正する条例制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ×

20
佐倉市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正
する条例制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 佐倉市道路線の認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 佐倉市道路線の認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 佐倉市道路線の認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 佐倉市道路線の変更について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25
千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規
約の制定に関する協議について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

26 教育委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　請　願　・　陳　情　　　※白抜き数字は陳情番号　　　

16
「保育所の設置認可等の基準に関する指針」の内容を「県
条例」にすることを求める意見書の提出を求める陳情書 採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 市民が気軽に傍聴できる環境の整備を求める陳情書 不 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

18 公立学童保育料見直し（値上げ）に反対する陳情書 不 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

19
公立学童保育所の保育料の見直しの延期および指定管理
者制度の導入の延期を求める陳情書 不 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

　議　員　提　出　議　案　　　※数字は発議案番号　

1
「保育所の設置認可等の基準に関する指針」の内容を「県
条例」にすることを求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
自治体における防災・減災のための事業に対する国の財
政支援を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

3 機能性低血糖症に係る国の取り組みを求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

4
オスプレイの沖縄配備と日本各地での飛行訓練中止を求
める意見書 否 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

5
尖閣諸島・竹島の領土問題は冷静な外交努力での解決を
求める意見書 否 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

6 原子力発電所の稼働をさせないことを求める意見書 否 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

7
高江へのオスプレイ用ヘリパッド移設工事の中止を求め
る意見書 否 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

8 生活保護予算削減方針の撤回を求める意見書 否 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

認□□ 認定
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高
木
大
輔
　
議
員

議
案
第
10
号 

平
成
24
年
度
佐
倉
市

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

子
ど
も
医
療
費
の
拡
大
、
志
津
地

区
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
コ
ン
ビ

ニ
で
納
税
で
き
る
収
納
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
実
施
で
き
る
事
を
評
価
す
る
。

こ
れ
か
ら
編
成
さ
れ
る
新
年
度
の
予

算
で
は
「
福
祉
力
・
地
域
力
を
結
束

し
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑

顔
で
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
佐
倉

市
政
の
実
現
」
に
向
け
て
の
施
策
を

要
望
す
る
。

萩
原
陽
子
　
議
員

議
案
第
１
号
一
般
会
計
決
算
に
反
対

黒
字
決
算
で
あ
る
が
、農
林
水
産
費
、

商
工
費
へ
の
支
出
が
減
少
し
、
融
資

制
度
の
利
用
件
数
も
額
も
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
る
。見
直
し
を
求
め
る
。

議
案
第
10
号
Ｈ
24
補
正
予
算
に
反
対

学
校
用
務
員
が
全
校
委
託
に
な
っ
た
。

校
長
や
教
頭
の
指
示
で
仕
事
の
で
き

る
直
接
雇
用
に
戻
す
べ
き
。

陳
情
第
17
号
、
18
号
、
19
号
に
賛
成

議
会
傍
聴
の
環
境
整
備
は
当
然
進
め

る
べ
き
。
公
立
学
童
保
育
所
の
利
用

料
金
値
上
げ
と
指
定
管
理
制
度
導
入

は
親
に
も
子
に
も
不
利
益
と
な
る
。

冨
塚
忠
雄
　
議
員

議
案
19
号
に
反
対
す
る

　

こ
の
議
案
は
、
公
立
学
童
保
育
所

の
保
育
料
を
平
成
25
年
４
月
か
ら
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

基
本
料
金
を
千
円
引
き
上
げ
て
月

額
７
千
円
に
、
夏
休
み
期
間
で
は
月

額
１
万
２
千
円
に
も
な
り
、
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
引
き
上
げ
分
を
「
内

容
改
善
」
に
使
う
の
で
な
く
「
民
間

学
童
保
育
所
の
財
政
支
援
に
回
す
」

と
の
事
。
本
末
転
倒
で
許
せ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
指
定
管
理
者
制
度
の
移

行
も
あ
り
、
反
対
し
ま
す
。

　

８
月
定
例
会
で
は
、
市
長
及
び
議
員
か
ら
の
提
出
議
案
な
ど

38
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号
か
ら
第
９
号
ま
で
は
、

平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
決

算
認
定
に
係
る
議
案
で
す
。議
案
第
10
号
か
ら
第
13
号
ま
で
は
、

平
成
24
年
度
に
お
け
る
各
会
計
の
補
正
予
算
に
係
る
議
案
、
議

案
第
14
号
か
ら
第
20
号
ま
で
は
、
条
例
の
制
定
に
係
る
議
案
、

そ
し
て
、
議
案
第
21
号
か
ら
第
24
号
ま
で
は
、
佐
倉
市
道
路
線

の
認
定
、
変
更
に
係
る
議
案
で
す
。

【
議
案
第
十
号　

平
成
二
十
四
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
】

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
６
４
３
４
万
３
０
０
０
円
を
増
額

補
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
予
算

総
額
は
、
４
３
０
億
４
９
２
５
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
、
繰
入
金
の
減
額
と
、
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
で

す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
本
庁
舎
保
全
事
業
、
国
庫
支
出
金

等
返
還
経
費
、
収
納
シ
ス
テ
ム
事
業
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
な
ど
の
増
額
、
そ
の
他
事
業
費
確
定
に
伴
う
減
額
で
す
。

【
議
案
第
十
九
号　

佐
倉
市
立
学
童
保
育
所
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
】

　

学
童
保
育
所
数
や
入
所
児
童
数
の
増
及
び
開
設
時
間
の
拡
大

に
伴
い
運
営
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
益
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
市
立
学
童
保
育
所
の

保
育
料
を
１
０
０
０
円
引
き
上
げ
、
月
額
７
０
０
０
円
と
し
、

８
月
の
み
月
額
１
万
円
に
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
新
た

に
午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時
ま
で
の
延
長
保
育
料
と
し
て
月
額

５
０
０
円
を
加
算
し
、
８
月
の
み
月
額
１
０
０
０
円
を
加
算

し
よ
う
と
す
る
も
の
、
新
た
に
午
後
６
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
の
延
長
保
育
料
と
し
て
月
額
１
０
０
０
円
を
加
算
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
二
十
六
号　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
】

　

現
在
、
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
葛
西
広
子
（
か
さ
い
・
ひ

ろ
こ
）
氏
の
任
期
が
本
年
10
月
１
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
再
度
、
同
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

主
な
議
案
の
概
要

主
な
議
案
の
概
要

主
な
議
案
の
概
要

議
案
第
１
号
～
議
案
第
９
号

平
成
23
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
等
の
認
定
に
つ
い
て
、
賛

成
　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や

景
気
低
迷
な
ど
の
影
響
か
ら
、歳
入

の
根
幹
で
あ
る
市
税
収
入
が
約
1.5
％

減
少
す
る
中
、事
務
事
業
を
精
査
し

つ
つ
、福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
放
射
能
対
策
と
し
て
、

食
品
放
射
能
測
定
や
除
染
工
事
を
実

施
し
、
ま
た
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
、
臼
井
小
学
校
や
志
津
中
学

校
校
舎
等
の
改
築
及
び
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
す
る
な
ど
、
喫
緊
の
課
題

に
適
切
に
対
応
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
対
策
、
交
通

不
便
地
域
対
策
な
ど
、
市
民
の
安

全
・
安
心
や
市
民
生
活
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
認
知
症
対

策
や
佐
倉
保
育
園
と
馬
渡
保
育
園
の

改
築
な
ど
の
子
育
て
・
高
齢
者
福
祉

施
策
の
拡
充
も
図
ら
れ
た
。
こ
の
ほ

か
、
将
来
を
見
据
え
た
社
会
資
本
整

備
や
地
域
の
産
業
・
経
済
の
活
性
化

に
向
け
た
各
事
業
に
つ
い
て
も
、
着

実
に
進
め
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第

９
号
の
特
別
会
計
等
の
決
算
に
つ
い

て
も
、
各
会
計
全
般
を
通
じ
、
予
算

が
目
的
に
沿
い
適
正
か
つ
効
率
的
に

執
行
さ
れ
、
そ
の
効
果
も
上
が
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　

財
政
健
全
化
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
債
を
約
13
億
円
減
少
さ
せ

た
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
は
約
11
億

円
増
加
さ
せ
、
約
67
億
円
と
す
る
な

ど
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
、
良

好
な
数
値
を
示
し
て
い
る
。

　

今
後
も
市
に
お
い
て
は
、
喫
緊
の

課
題
に
、
適
切
か
つ
迅
速
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
共
に
、
将
来
的
な
行
政

需
要
に
対
し
て
も
、
的
確
な
対
応
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
健
全

財
政
の
維
持
、
強
化
に
努
め
る
こ
と

を
求
め
、
平
成
23
年
度
決
算
認
定
に

つ
い
て
、
賛
成
す
る
も
の
と
し
た
。

議
案
第
10
号

平
成
24
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
賛
成

　

市
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根

幹
と
な
る
個
人
市
民
税
等
の
市
税
収

入
が
減
少
す
る
厳
し
い
状
況
の
中
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
枠
の
拡
大
、
不

活
性
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
事
業
の

拡
大
と
い
っ
た
子
育
て
支
援
策
を
は

じ
め
、
公
共
施
設
の
安
全
対
策
と
し

て
、
市
庁
舎
の
保
全
及
び
小
学
校
施

設
の
耐
震
補
強
費
用
、
並
び
に
市
税

収
納
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
平
成
25

年
度
か
ら
開
始
す
る
た
め
の
予
算
が

計
上
さ
れ
た
。

　

執
行
部
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支

援
の
充
実
や
市
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
、
さ
ら
に
は
市
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
を
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年

度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
賛
成
す
る
も
の
と
し
た
。

議
案
第
１
号
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
賛
成

　

認
定
に
あ
た
っ
て
の
意
見
要
望
。

□
決
算
説
明
資
料
は
、
よ
り
簡
潔
で

要
領
を
得
た
も
の
と
し
、
資
料
作
り

の
た
め
の
時
間
削
減
等
を
目
指
す
な

ど
決
算
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
。

□
職
員
昇
任
試
験
の
受
験
率
減
少
が
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い

よ
う
職
員
意
識
の
高
揚
と
職
員
の
就

労
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
。

□
高
齢
者
・
社
会
福
祉
活
動
に
関
し
、

現
場
の
要
望
等
を
聞
き
、
活
動
が
後

退
し
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

□
道
路
維
持
改
修
に
つ
い
て
、
震
災

や
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
、
確
実
に

取
り
組
む
こ
と
。

議
案
第
10
号
補
正
予
算
に
賛
成

□
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、
佐

倉
市
が
県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て
入

院
、
通
院
と
も
中
学
3
年
生
ま
で
拡

充
す
る
た
め
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

□
小
学
校
施
設
改
築
改
造
事
業
は
、

佐
倉
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の
前

倒
し
に
よ
る
増
額
で
あ
り
、
学
校
耐

震
補
強
事
業
の
１
０
０
％
早
期
達
成

を
目
指
す
大
事
な
事
業
で
あ
る
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
補
正
予

算
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

議
案
第
19
号
学
童
保
育
所
設
置
お
よ

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
賛
成

　

平
成
25
年
度
か
ら
公
立
学
童
保
育

所
の
保
育
料
を
千
円
上
げ
、
月
額
７

千
円
と
し
、
夏
休
み
中
の
8
月
を
月

額
1
万
円
と
す
る
な
ど
の
改
定
を
図

り
、
現
在
、
公
立
と
比
べ
高
額
で
あ

る
民
間
学
童
保
育
所
の
保
育
委
託
料

を
大
幅
増
額
し
、
公
立
と
私
立
の
保

育
料
の
月
額
を
同
額
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
市
の
保
護
者
全
体
の
受
益
と

負
担
の
公
平
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

①
議
案
第
１
号
②
第
10
号
③
第
19
号

に
反
対
す
る
お
も
な
理
由

①
地
下
水
を
飲
み
続
け
た
い
と
い
う

市
民
の
願
い
に
逆
行
す
る
八
ッ
場
ダ

ム
事
業
負
担
金
・
出
資
金
と
、
死
亡

や
失
神
に
よ
り
顔
面
骨
折
等
二
次
被

害
報
告
が
多
数
あ
る
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
公
費
負
担
。
臨
時

職
員
の
比
率
が
県
内
で
も
高
く
、
雇

用
破
壊
に
な
り
か
ね
な
い
職
員
体
制

の
問
題
点
。長
引
く
不
況
で
要
保
護
、

準
要
保
護
家
庭
が
毎
年
増
加
し
て
い

る
が
、
高
校
奨
学
金
制
度
の
利
用
が

進
ん
で
い
な
い
。
進
学
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
成
績
要
件
撤
廃
な
ど
の
改

善
が
必
要
。
本
庁
舎
耐
震
診
断
の
黒

川
事
務
所
一
社
随
意
契
約
問
題
、
低

入
札
や
予
定
価
格
の
適
正
化
等
の
入

札
制
度
の
問
題
を
見
直
す
べ
き
。

②
全
小
中
学
校
用
務
員
を
人
件
費
削

減
の
た
め
に
直
接
雇
用
か
ら
業
務
委

託
に
切
り
替
え
、
人
選
も
業
者
任
せ

で
あ
る
事
は
教
育
現
場
に
適
さ
な
い
。

③
学
童
保
育
料
値
上
げ
は
保
護
者
に

大
き
な
負
担
と
な
る
が
、
事
前
の
意

見
聴
取
も
な
く
決
定
し
た
。

陳
情
第
18
号
、
第
19
号
に
賛
成

学
童
保
育
料
値
上
げ
や
指
定
管
理
者

導
入
の
子
ど
も
へ
の
影
響
を
懸
念
す

る
保
護
者
か
ら
の
意
見
で
あ
る
。

議
案
１
号
に
反
対
。
職
員
給
与
は
約

５
７
６
０
万
円
多
く
支
給
さ
れ
て
い

る
（
地
域
手
当
が
国
基
準
よ
り
１
％

高
く
、
各
種
手
当
へ
も
跳
ね
返
っ
て

い
る
）。
八
ッ
場
ダ
ム
へ
の
支
出
も

税
金
の
無
駄
遣
い
。
一
社
入
札
が
１

５
０
件
中
24
件
あ
り
、
落
札
率
が
高

止
ま
り
で
、
競
争
が
働
い
て
い
な
い
。

議
案
19
号
に
反
対
（
関
連
の
陳
情

18
、
19
号
に
賛
成
）。
本
議
案
は
、

公
立
と
民
間
の
学
童
保
育
料
の
差
を

公
立
学
童
保
育
料
の
値
上
げ
で
無
く

す
も
の
。
行
政
の
責
任
転
嫁
の
制
度

改
悪
の
為
反
対
。
子
育
て
支
援
は
佐

倉
市
の
将
来
に
係
わ
る
。
保
護
者
や

市
民
の
幅
広
い
意
見
聴
取
が
必
要
。

陳
情
17
号
に
賛
成
。
健
全
な
市
政
運

営
、
透
明
な
議
会
運
営
に
市
民
傍
聴

は
必
要
不
可
欠
。
よ
り
良
い
傍
聴
環

境
を
用
意
す
る
の
は
議
会
の
務
め
。

議
案
第
１
号

平
成
23
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て
賛
成

平
成
23
年
度
の
決
算
に
お
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
後
の
放
射
能
除
染
対

策
、
小
中
学
校
を
中
心
と
し
た
耐
震

化
対
策
等
に
一
定
の
評
価
を
す
る
も

の
で
あ
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
施

策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
共
に
地
域

活
性
化
、
志
津
霊
園
区
間
の
道
路
早

期
開
通
、
通
学
路
の
安
全
対
策
等
に

万
全
を
期
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
案
第
19
号
佐
倉
市
学
童
保
育
所
設

置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

入
所
児
童
数
の
増
加
に
対
応
し
、
持

続
可
能
な
運
営
を
目
指
す
点
、
及
び

受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
、
地
域
間

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
賛
成
す
る
も

の
と
し
た
。

会派等の意見
さ
く
ら
会

公
明
党

み
ん
な
の
党

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
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委 員 会 報 告 ※議案は市長提出議案

11月定例会の予定
議会を傍聴してみませんか

◆議会運営委員会　11月20日（火）
◆初　　日　　　　11月26日（月）　午後１時から
◆一般質問　　　　12月 3日（月）～ ６日（木）
◆常任委員会　　　12月10日（月）～ 13日（木）
◆最終日　　　　　12月17日（月）　午後１時から

☆日程は変更になることもありますので、詳細につきましては事務局まで
　お問い合わせください。　　　　　　　議会事務局  ☎ 484‐6279

ケーブルネット296では、本会議（初日、一般質問、最終日）の模様を本会議が
開催された翌日午後５時30分から放送します。

【地上デジタル10チャンネル、デジタルＣＡＴＶ301チャンネル】

　
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

11
月
18
日
に
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
は
福
祉
、
子
育
て
、
環
境
、
教
育
問
題

な
ど
取
り
組
む
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
問
題
解
決
に
向
け
て
地
域
の
代
表

で
あ
る
議
員
に
、
皆
様
の
声
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
議
員
と
し
て
情
報
発
信
、
情
報

の
共
有
化
を
行
い
活
発
な
議
論
が
で
き
る

議
会
を
目
指
し
、
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
広
報
公
聴
委
員
　
高
木
大
輔
）

　
私
は
、
こ
の
８
月
議
会
に
お
い
て
、
志

津
霊
園
本
昌
寺
の
移
転
先
と
な
る
代
替
地

を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
代
替
地
は
、７
月
26
日
に
完
成
し
、

佐
倉
市
に
お
け
る
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ

る
志
津
霊
園
問
題
の
解
決
に
向
け
、
大
き

く
前
進
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。今
後
は
、

移
転
に
反
対
し
て
い
る
一
部
の
方
々
と
の

交
渉
が
大
変
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

一
日
で
も
早
い
道
路
の
完
成
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
広
報
公
聴
委
員
　
石
渡
康
郎
）

「議会報告会・意見交換会」を開催します
日時 　11月18日（日）午後１時30分から（午後１時開場）
場所    佐倉市立中央公民館（大ホール他）

■当日の予定
①議会報告会
　本年度に開催された会
議において審議、協議し
た事項を対象に、委員会
における審査状況などにつ
いて報告します。
②意見交換会
　多様な市民意見を拝聴
し、議員活動の参考とさせ
ていただくため、市民の皆
さまの関心度が高いと思われるテーマについて、３つの分科
会に分かれて意見交換させていただきます。

　　●第１分科会　少子高齢社会へ対応するために
　　●第２分科会　これからの産業振興のあり方
　　●第３分科会　いま求められている防災対策

※事前申し込みは不要です。
※終了時間は、午後４時頃を予定しております。

をクリック佐倉市議会佐倉市議会のホームページもご覧ください。佐倉市ホームページ http://www.city.sakura.lg.jp

佐倉市議会　第２回

《昨年の議会報告会・意見交換会》

議 会 運 営 委 員 会
《審査結果》

不採択
陳情１７

開催日：平成24年9月12日／ 場所：第四委員会室
陳情1件について審査し、その結果は左表のとおりです。

　なお、審査の過程において、陳情の趣旨は、「佐倉市議会基本条例」の考え方に沿ったものであり、当陳情を採択し、出
来るところから改善すべきとの意見が出される一方、「佐倉市議会傍聴規則」は、市民の代表者である議員が、適正な判断
を下すための環境維持も、その目的としており、改善の余地はあるものの全面的な改正は必要なしとする意見が出されました。
　さらに、議会運営に係る陳情の取扱い方法の見直しに関する意見も出されており、必要に応じて、当委員会で協議してい
きたい。

建 設 常 任 委 員 会
《審査結果》

可決 可決 可決
議案１０ 議案２１ 議案２２ 議案２３ 議案２４

可決 可決

開催日：平成24年9月13日／ 場所：第一委員会室

議案5件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　

経済環境常任委員会
《審査結果》

可決 可決
議案１０ 議案２０

開催日：平成24年9月12日／ 場所：第二委員会室
議案2件について審査し、その結果は左表のとおりです。

　なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
　観光振興に関する施策においては、市を訪れる方々のニーズの把握に努め、そのニーズに的確に対応していただくとともに、
市全体の景観や社会資源の維持など、まちづくりの観点にも配慮したうえで、推進されるよう努められたい。
　産業振興施策、雇用などの経済対策に資する事業においては、国や県からの補助金を活用することも必要ではあるが、市
が抱える課題や問題の解消に向けた市独自の施策の企画立案に積極的に取り組まれるよう期待する。

文教福祉常任委員会
《審査結果》

可決
陳情１９
不採択

可決 可決
議案１０ 議案１２ 議案１８ 議案１９ 陳情１６ 陳情１８

可決 採択 不採択

開催日：平成24年9月11日／ 場所：第三委員会室
議案4件及び陳情3件について審査し、その結果は左表のとおりです。

　なお、審査の過程において、学校用務員の業務委託に関しては、大きく学校運営に関わってくることから、委託先の運営
方法や雇用されている人の待遇、適性等について、市としてきちんと把握してもらいたいとの意見が出されました。
　また、議案第１９号、陳情第１８号及び陳情第１９号に関連する公立学童保育料の見直しについては、公立、民間の格差
解消のために公立保育園の保育料を値上げするべきではないとする意見と、目的や保護者の負担率等を総合的に判断し、見
直しの時期、金額等については適正な範囲であるとする意見が出されました。

総 務 常 任 委 員 会
《審査結果》

可決
議案１７
可決

可決
議案２５
可決

可決
議案１０ 議案１１ 議案１３ 議案１４ 議案１５ 議案１６

可決 可決 可決

開催日：平成24年9月10日／ 場所：第四委員会室
議案8件について審査し、その結果は左表のとおりです。
なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
①コンビニエンスストアにおいて市税等の公金を納付することができるコンビニエンスストア収納関連予算は、利用者の利
便性が高まり、税金等の収納率向上が期待できることから、導入に関しては賛成しますが、指定金融機関と業務契約を締
結する際は、手数料などの契約事項を十分協議していただきたい。
②志津地区に防犯カメラ１０台を設置する地域防犯活動推進事業は、防犯の抑止効果が期待できることから導入に関しては
賛成しますが、カメラの情報を警察などに提供する際の取り決めを厳格に定め、情報漏えいや情報の目的外使用が絶対に
起きないような仕組みを構築して頂きたい。さらに、防犯カメラ設置の効果を十分検証し、その結果を踏まえ、他の地区
への設置についても検討されたい。
③本庁舎保全事業において、本庁舎１号館整備検討の基礎調査を実施するということですが、その結果を踏まえて改築を検
討する場合には、市民の声が広く反映されるような運営をお願いしたい。
④個人市民税の減額については、当初予算の見込みより給与所得者の所得が少なかったことが主な要因でした。従って、佐
倉市は、給与所得及び生産年齢人口の減少については、今後の重要課題として検討して頂きたい。


